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1 はじめに
近年、多種多様な学術的な内容を含む映像コンテン

ツが、インターネットを用いて手軽に閲覧できるよう
になり、映像シーン検索や映像要約のような応用に関
する技術が求められている。それらを実現するために
は映像コンテンツの内容を理解するヒントとなるアノ
テーションを獲得する必要がある。我々は、Webコミュ
ニティ活動からアノテーションを獲得し、映像シーン
検索に利用する仕組み [1]を開発したが、得られるア
ノテーションには映像とあまり関係のない情報も含ま
れることがあるため、映像シーン検索の精度が低下し
てしまう問題があった。そこで、本研究では、学術的
な映像コンテンツには関連する論文が存在すると思わ
れ、研究活動において、映像と論文を共に閲覧するこ
とがあることに着目し、論文部分の文章と映像の部分
であるシーンを関連付けることで、映像アノテーショ
ンとして論文の文章を収集する仕組みを提案する。こ
の関連付けで得られた情報を映像と論文の部分引用関
係と呼ぶ。
また、収集した映像と論文の部分引用関係から、検

索キーワードとなるタグを抽出し、そのタグには検索
に有用なタグが多く含まれることを、従来手法で得ら
れるタグと比較することで検証した。また、この部分
引用関係から得られる映像アノテーションを利用して
映像シーン検索を行うシステムを開発した。

2 映像と論文の部分引用関係の基づく映像アノテー
ション
我々が開発してきた複数のシステムを改良し、それ

らを組み合わせることで、映像の部分であるシーンと
論文部分のテキストを関連付けて、論文のテキストを
映像アノテーションとして獲得する仕組みを開発した。

2.1 映像の部分の引用
映像の部分であるシーンを効率的に作成する仕組

みを提供し、手軽に映像シーンを引用できるシステム
を開発した。まず、公開されている映像コンテンツを
システムに登録し、図 1 のようなシーン引用インタ
フェースで参照する。
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図 1: 映像シーン引用インタフェース

ユーザは対象となるビデオと、ビデオに同期して表
示されるサムネイル画像を参照しながら、引用したい
シーンの時間区間の決定を行う。サムネイル画像をマ
ウスクリックによってシーンの開始、終了、代表フレー
ムを決定する。最後に決定したシーンにタイトルを付
けて、データベースに保存する。このインタフェース
によってシーンというセグメント情報が蓄積され、そ
れを引用することができる。

2.2 論文の部分の引用
論文の部分を作成するための仕組みを提供し、その

論文部分を手軽に引用するシステム TDAnnotatorを
開発した。まず、公開されている論文をTDAnnotator
に登録する。TDAnnotatorでは論文の任意の箇所を
短形により決定し、その箇所に対して翻訳やコメント
などのアノテーションを付与できる。図 2 に、アノ
テーションを作成するインタフェースを示す。ユーザ
は、自身で論文の箇所を決定して、アノテーションを
付与し、それを利用して、論文部分を引用するだけで
なく、すでに他のユーザによって作成されたアノテー
ションを検索して、それが付与された論文部分を引用
することもできる。

2.3 知識活動支援システムを利用した関連付け
映像と論文を引用する仕組みとして、我々の研究室

で開発されたDRIPシステム [2]を利用する。これは、
個人の研究活動における、ユーザが行った文献調査や
システムの構築といった様々なタスクを記録し、それら
の間のリンク情報と共に可視化するWebサーバ・クラ
イアント型アプリケーションである。このシステムを、
論文と映像シーンも扱えるように拡張し、映像シーン
と論文の部分をリンク付けることで、部分引用関係の
作成を可能した。この関係に基づいて、映像シーンと
関連付いた論文部分の文章を映像アノテーションとし
て獲得する。



図 2: 論文部分へのアノテーションインタフェース

2.4 実験と考察
本研究では、アノテーションのテキストからシーン

と関連するキーワード（シーンタグ）を抽出し、それ
を用いてシーン検索を行う。そこで、提案手法により
作成した映像アノテーションである論文のテキストか
ら抽出されるシーンタグの量と質について検証するた
めに、従来手法である映像シーンに対するコメントの
テキストから抽出されるタグとの比較実験を行った。
このシステムを用いて映像シーンと論文のテキスト

のデータセットを作成し、作成した映像シーンに対す
るコメントを被験者実験により収集した。実験で使用
した映像シーンには、被験者により、あらかじめ自然
なコメントができそうなシーンとして選別された 16
シーンを用いた。計 10人の被験者により合計 92個の
コメントが作成された。

1つのシーンに投稿された複数人によるコメントは
1つのアノテーションとして扱い、含まれる名詞・複
合名詞の異なり数（タグ数）のうちの特徴語として判
定された単語の数を調べた。表に実験結果を示す。

表 1: 得られたタグ数と、それに占める特徴語の割合

特徴語数 タグ数 特徴語の割合 (%)
論文部分 158 572 27.6
コメント 107 418 25.6

論文にはコメントよりも多くの特徴語が含まれてい
ることが示された。また、論文の特徴語の質について
みると、論文には、コメントなどの口語の文章には含
まれにくい専門用語が多く含まれていた。論文の文章
からは従来手法であるコメントよりも、検索に有用な
特徴的なタグが多く抽出されることになるので、これ
により映像シーン検索の精度が向上すると考えられる。

3 映像シーン検索
提案手法により作成した映像アノテーションである

論文のテキストから抽出されるタグに基づいて、映像
シーンを効率的に検索するシステムを開発した。検索
のトップページには、シーンタグの一覧が表示され、
その中から検索クエリを選択し、検索を行う。その結
果、クエリのタグが関連付けられているシーンに対し

てスコアリングがなされ、検索結果としてシーンがラ
ンキング表示される。また、シーンごとのスコアの総
計によるコンテンツのランキング表示も行える。コン
テンツのランキング表示による検索結果 (図 3)では、
シーン情報をブラウザ上で表示するための時間軸シー
クバーとサムネイル画像、シーンタグ、関連付けられ
ている論文が一覧で表示される。

図 3: シーンに基づいて映像コンテンツを俯瞰するイ
ンタフェース

時間軸シークバーには、検索クエリのシーンタグが
関連付けられている時間区間と、そのコンテンツにお
いて論文が関連付けられている全ての時間区間がハイ
ライト表示される。 シークバーを動かすことで、そ
のタイムコードに同期してサムネイル画像が切り替わ
ることに加え、そのタイムコードを含むシーンに関連
付けられている論文の文章を閲覧することによって、
映像の内容を理解することができる。また、一覧中の
タグをクリックすることでそのタグをシークバーに反
映させることができる。さらに、関連付けられている
論文の閲覧や、その論文が関連付けられている別の映
像コンテンツを検索することも可能である。このイン
タフェースで、ユーザは、シーンに限定されない、任
意のタイムコードからの映像視聴も可能である。

4 まとめと今後の課題
本研究では、研究活動における映像シーンの引用と

論文部分の引用、さらにそれらの関連付けを行うシ
ステムを開発し、その部分的な引用関係から映像アノ
テーションとしての論文の文章を獲得する仕組みを実
現した。また、従来手法との比較実験によって、提案
手法の有効性を確認した。今後の課題として、高度な
言語解析によって論文のテキストとシーンとの間の意
味的関係の推測によるタグの選別や、クラスタリング
によるタグ間の関連性を、検索に反映させる仕組みの
実現などが挙げられる。
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